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第 3章 各種事業の記録 

1．創立 100 周年記念事業    
100 周年記念事業は 「社会安全」， 「社会貢献」， 「市⺠交流」，「国際貢献」の 4 つを基本として，30 事

業を実施した．特に 2014 年 11 月 21 日に開催された記念式典は，皇太子殿下に御臨席をいただき，盛
大に挙行された． 

なお，詳しくは土木学会 100 周年記念事業アーカイブ（https://jsce100.com/）および土木学会誌
vol.99no.11 November 2014，pp113-pp127 を参照されたい． 
 

表 100 周年記念事業一覧 

 （1）土木学会創立 100 周年記念式典・記念祝賀会 

1）記念式典 

社会安全 
（4事業） 

安全な国土への再設計 
巨大災害を想定した工学連携ネットワー
ク構築 
津波・高潮の防災支援 
安全・安心・安定な社会づくりに向けた地域
継続計画（DCP）普及プロジェクト 

社会貢献 
（6事業） 

社会と土木の 100 年ビジョン 
未来のＴ&I コンテスト 
若手土木技術者の交流サロン 
100 周年記念討論会 
土木学会の情報発信機能の拡充 
建設系 NPO「中間支援組織」 

市民交流 
（6事業） 

市⺠普請大賞 
土木の日 
土木コレクション HANDS＋EYES 
土木ツアー 
土木ふれあいフェスタ 
どぼくカフェ 

 

国際貢献 
（8事業） 

英文論文集 
2013 年 CECAR 
国際若手技術者ワークショップ 
100 周年記念国際シンポジウム 
社会インフラ（道路施設）の維持管理に関
する国際集会 
電子情報システム事業 
日韓台ジョイントセミナー 
インフラ国際協力・国際貢献アーカイブス 

広  報 100 周年 PR 戦略 
土木学会誌 

出  版 日本土木史 
土木学会 100 年史 
企画出版 

式  典 記念式典・記念祝賀会 
 

日時：2014 年 11 月 21 日（金）14 時〜 17 時 
場所：東京国際フォーラム ホール C 
参加者数：約 1,300 人 
後援：文部科学省，国土交通省，日本学術会議，（公社）日本工学会 
通訳：和英同時通訳．英和同時通訳は行わず和訳文を当日配付することで対応． 
プログラム： 
▶ 受付開始・開場（12 : 30） 
▶ オープニング演奏 アンサンブル・シヴィル 
【第一部】（14 : 20 〜） 
▶ 開会の辞 土木学会創立 100 周年事業実行委員会 委員⻑ 藤野陽三 
▶ 式  辞 土木学会 会⻑ 磯部雅彦 
▶ お 言 葉 皇太子殿下 
▶ 祝  辞 文部科学大臣 下村博文 様（代読：文部科学事務次官 山中伸一 様） 

国土交通副大臣 北川イッセイ 様 
▶ 海外来賓紹介 
▶ 祝  辞 米国土木学会（ASCE）会⻑ ロバート・スティーブンス 様 
【第二部】（14 : 55〜） 
▶ 土木学会創立 100 周年宣言 土木学会 会⻑ 磯部雅彦 
▶ 特別講演「日本人の新しい人生設計」劇作家・大阪大学名誉教授 山崎正和 様 
−休憩（16 : 15）− 
【第三部】（16 : 30 〜） 
▶ 市⺠普請大賞 表彰式 
▶ 未来のＴ＆Ｉコンテスト 表彰式 
▶ 閉会の辞 土木学会 次期会⻑ 廣瀬典昭 
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2）記念祝賀会 

 

 （2）100 周年記念切手    
・原画作者：松﨑 喬 

 （大日本コンサルタント(株)景観デザイン室：本会会員） 
・切手デザイナー：⽟木 明（日本郵便(株)） 
・助言・監修：福井恒明（法政大学教授：本会会員） 
 
 
 
 
 
 

図 土木学会創立 100 周年記念切手 
（2014（平成 26）年 9 月 1 日発行 

 

 （3）100 周年記念出版    
書 名 発行年月 

日本土木史 平成 3 年〜平成 22 年 −1991〜2010− 2017.3 
継続は力なり−⼥性土木技術者のためのキャリアガイド− 2013.1 
東日本大震災〜3.11 あの日を忘れないでほしい〜 2013.3 
土木コレクション HANDS + EYES 2014.6 
土木映画の百年 「土木技術映像」100 特選ガイド（言視舎発行） 2014.8 
解体新書 大河津分⽔可動堰 2014.9 
100 年橋梁 A Hundred Year Old Bridges  〜100 年を生き続けた橋の歴史と物語〜 2014.9 
土木技術者の気概−廣井勇とその弟子たち−（⿅島出版会発行） 2014.9 
インフラ・まちづくりとシビル NPO−補完から主役の一人へ− 2014.11 
技術者の⾃立・技術の独立を求めて−直木倫太郎と宮本武之輔の歩みを中心に− 2014.11 

日時：2014 年 11 月 21 日（金）18 時〜20 時 
場所：帝国ホテル 孔雀の間（東⻄） 
参加者数：約 1,300 人 
形式：立⾷パーティ 
通訳：和英逐次通訳．英和通訳は行わず． 
プログラム： 
▶ 受付開始（17 : 00） 
▶ オープニング演奏  シヴィル・クワイア 
▶ 開会の辞（18 : 00） 

土木学会 副会⻑ ⾜立敏之（土木学会創立 100 周年事業実行委員会 副委員⻑） 
▶ 祝  辞  日本学術会議 会⻑ 大⻄ 隆 様 

国土交通大臣 太⽥昭宏 様 
大韓土木学会（KSCE）会⻑ 沈 名弼 様 

▶ 鏡開き 
▶ 乾杯・挨拶  土木学会 第 66 代会⻑ 仁杉 巖 
▶ 海外招待者登壇・紹介 
▶ 祝電披露 
−歓 談− 
▶ 合同演奏  アンサンブル・シヴィル，アンサンブル・フェスタ，シヴィル・クワイア 
▶ 御礼挨拶  土木学会 会⻑ 磯部雅彦 
▶ 中 締 め  土木学会創立 100 周年事業実行委員会 式典部会⻑ 山﨑隆司 
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行動する技術者たち −行動と思考の軌跡− 2014.11 
土木学会の 100 年 2014.12 
フロンティアに挑む技術 −北海道の土木遺産− 2014.11 
日本が世界に誇るコンクリート技術（日英対訳） 2014.11 
東海道新幹線と首都高 1964 東京オリンピックに始まる 50 年の軌跡 〜その意図，成果，そして未来
に向けた新たな⾶躍〜 

2014.11 

社会と土木の 100 年ビジョン −あらゆる境界をひらき， 
持続可能な社会の礎を築く− 

2014.11 

 

2．創立 110 周年記念事業 

 （1）記念式典および祝賀パーティーの開催    

 

 （2）土木学会誌「土木学会創立 110 周年記念号」の発行    

 （3）土木学会略史（2014-2024）の作成 

 

日時:2024 年 11 月 19 日（火）13:00〜19:00 
場所:ホテルメトロポリタン池袋 3 階「富士」 
次第:  
・第 1 部:記念式典（13:00〜14:45） 

１）アンサンブルシヴィル（13:00〜13:20） 
２）開会挨拶 岸 利治 110 周年記念事業実行委員⻑（13:20〜13:25） 
３）佐々木 葉 土木学会会⻑挨拶（13:25〜13:30） 
４）記念講演 「胃袋と土木の関係史-産業革命期の景観変化」法政大学教授 湯澤規子 様（13:30〜14:30） 

休憩（14:30〜14:45） 
・第２部:110 周年記念事業企画〜土木の核とひろがり〜（14:45〜17:15） 

５）土木技術者像を描く WS 成果発表（14:45〜16:00） 
 進行：⽥中尚人（熊本大学大学院先端科学研究部准教授） 

６）パネルディスカッション（16:00〜17:15） 
・パネリスト 勝見 武（京都大学大学院地球環境学堂教授） 
 兼塚卓也（中央復建コンサルタンツ株式会社代表取締役会⻑） 
 高橋悠太（八千代エンジニヤリング株式会社） 

成毛悠樺（東京科学大学 4 年生） 
・コーディネーター 真⽥純子（東京科学大学環境・社会理工学院教授） 

 
・祝賀パーティー（17:30〜19:00） 
次 第: 司会（HOANG TRONG KHUYEN、佐久間美里） 

・シヴィル・クワイア（17:30〜17:40） 
・佐々木 葉 土木学会会⻑挨拶（17:40〜17:45） 
・三上拓也 土木学会若手パワーアップ G リーダー お祝いの言葉（17:45〜17:50） 
・岸 利治 110 周年記念事業実行委員⻑ 挨拶＆乾杯（17:50〜17:55） 
・ご歓談 
・柳川篤志 土木技術者像を描く WS 閉会あいさつ（18:55〜19:00） 

 
・パネル展示（11:00〜18:00） 
記念展示（ホテルメトロポリタン池袋 3 階「カシオペア」） 

・「伝わる土木、伝える土木」見学会（土木との接点をデザインする） 
・20 年後の土木技術者像を描く 

企画展示（ホテルメトロポリタン池袋 3 階「朝日」） 
・土木コレクション HANDS+EYES 
・山崎エリナ土木展 


